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平
成　

年
度
の
常
陸
大
宮
市
の
１
日
平
均

１８

給
水
量
は
１
３
’ １
２
５
立
方
メ
ー
ト
ル
。

一
人
１
日
あ
た
り
約
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
水

道
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
で
主
に
使
う
水
に
は
、
炊
事
、
洗

濯
、
入
浴
、
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
が
あ
り
、
次

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

平
成　

年
度
の
常
陸
大
宮
市
の
１
日
平
均

１８

給
水
量
は
、
夏
の
時
期
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
梅
雨
時
に
降
雨
が
少
な
い
と
、
渇

水
で
水
の
大
切
さ
が
話
題
に
な
り
ま
す
。
水

道
の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
水
は
限
り
な
く
あ

ふ
れ
出
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
水
は
限
り

あ
る
貴
重
な
資
源
な
の
で
す
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
ム
ダ
使
い
が
積
み
重
な
る
と
、
必

要
な
と
き
に
十
分
な
水
量
を
供
給
す
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
り
、
日
常
の
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ふ

だ
ん
か
ら
、
節
水
に
心
が
け
、
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
。 

広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号２

水は限りある大切な資源水は限りある大切な資源
節節節節節節節節節節節節節節水水水水水水水水水水水水水水ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええててててててててててててててみみみみみみみみみみみみみみまままままままままままままませせせせせせせせせせせせせせんんんんんんんんんんんんんんかかかかかかかかかかかかかか！！！！！！！！！！！！！！節水について考えてみませんか！

地球上の水は約９７％が海水です。淡水はわずか３％―。　地球上の水は約９７％が海水です。淡水はわずか３％―。
さらに、人間が利用できるのは、さらに、人間が利用できるのは、１１％に満たないほど。‘水％に満たないほど。‘水
の惑星’といわれている地球でも、私たちが使える水はほの惑星’といわれている地球でも、私たちが使える水はほ
んのわずかです。んのわずかです。
「水は、暮らしに欠かすことのできないもの」…　「水は、暮らしに欠かすことのできないもの」…
異常気象や地球温暖化による影響で、近い将来、水不足　異常気象や地球温暖化による影響で、近い将来、水不足

となることが予想され、将来の備えが必要です。となることが予想され、将来の備えが必要です。

家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
でででででででででででで
使使使使使使使使使使使使
うううううううううううう
水水水水水水水水水水水水
のののののののののののの
量量量量量量量量量量量量
はははははははははははは
………………………………

家
庭
で
使
う
水
の
量
は
…

水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道
使使使使使使使使使使使使
用用用用用用用用用用用用
量量量量量量量量量量量量
のののののののののののの
推推推推推推推推推推推推
移移移移移移移移移移移移

水
道
使
用
量
の
推
移　

平成１８年度１日平均給水量

■　問い合わせ先　■
　上下水道部水道課　�52－0427



　

わ
ず
か
な
水
漏
れ
（
漏
水
）
で
も
、
１
日
、

１
か
月
と
続
く
と
思
わ
ぬ
水
量
に
な
り
、
そ

の
水
量
で
料
金
が
計
算
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

家
庭
内
全
て
の
蛇
口
を
締
め
切
っ
た
状
態

で
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、
量
水
器

 （
メ
ー
タ
ー
）内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
確
認
し
ま

す
。
漏
水
し
て
い
る
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転

し
て
い
ま
す
。 

　

住
宅
の
新
築
・
改
築
等
に
よ
る
給
水
装
置

の
新
設
・
改
造
等
は
、
市
水
道
課
又
は
各
総

合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係
に
申
請
を
し
て

か
ら
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
に
て
工

事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
何
ら
か
の

理
由
に
よ
り
、
長
期
間
水
道
を
使
用
し
な
い

場
合
は
、
漏
水
事
故
防
止
の
た
め
、
メ
ー

タ
ー
脇
の
補
助
止
水
栓
を
完
全
に
締
め
て
く

だ
さ
い
。

　
「
水
道
水
を
調
べ
て
い
る
」な
ど
と
水
質
検

査
を
装
っ
た
り
、「
水
道
課
の
指
導
で
…
」
な

ど
と
公
的
機
関
か
ら
の
訪
問
を
装
い
水
質
検

査
し
た
後
、
塩
素
反
応
（
注
）
を
悪
用
し
て

水
に
色
を
つ
け
、「
こ
の
水
は
有
害
で
す
」
な

ど
と
言
っ
て
、
浄
水
器
の
購
入
を
勧
誘
す
る

業
者
が
い
ま
す
。

　

水
道
課
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、
訪
問
販

売
で
物
品
を
売
っ
た
り
、
業
者
に
販
売
を
委

託
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
ね
て
来
た
ら
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
注
…
水
道
水
に
は
、
消
毒
の
た
め
塩
素
（
健
康
に

影
響
の
な
い
量
）
が
入
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

塩
素
に
反
応
す
る
検
査
薬
を
水
道
水
に
入
れ
る

と
当
然
色
が
つ
く
な
ど
の
反
応
が
起
こ
り
ま
す
。

広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号３

給給給給給給給給給給給給
水水水水水水水水水水水水
装装装装装装装装装装装装
置置置置置置置置置置置置
のののののののののののの
新新新新新新新新新新新新
設設設設設設設設設設設設
・・・・・・・・・・・・

給
水
装
置
の
新
設
・

改改改改改改改改改改改改
造造造造造造造造造造造造
等等等等等等等等等等等等
のののののののののののの
届届届届届届届届届届届届
出出出出出出出出出出出出
をををををををををををを

改
造
等
の
届
出
を

悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪悪
質質質質質質質質質質質質
なななななななななななな
業業業業業業業業業業業業
者者者者者者者者者者者者
にににににににににににに
はははははははははははは
ごごごごごごごごごごごご
注注注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意意意
をををををををををををを
！！！！！！！！！！！！

悪
質
な
業
者
に
は
ご
注
意
を
！

●
本
管（
送
・
配
水
管
）の
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
部
水
道
課　
�
　
�
０
４
２
７

５２

各
総
合
支
所
建
設
課
上
下
水
道
係

山　

方　
�
　
�
６
８
１
３

５７

美　

和　
�
　
�
３
８
５
２

５８

緒　

川　
�
　
�
３
９
９
４

５６

御
前
山　
�
　
�
２
１
１
５

５５

●
給
水
装
置
内
の
漏
水
修
理
依
頼
先（
有
料
）

　

常
陸
大
宮
市
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者

簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡
単単単単単単単単単単単単
にににににににににににに
出出出出出出出出出出出出
来来来来来来来来来来来来
るるるるるるるるるるるる
漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏
水水水水水水水水水水水水
検検検検検検検検検検検検
査査査査査査査査査査査査

簡
単
に
出
来
る
漏
水
検
査

漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏漏
水水水水水水水水水水水水
がががががががががががが
ああああああああああああ
っっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたた
場場場場場場場場場場場場
合合合合合合合合合合合合
のののののののののののの
修修修修修修修修修修修修
理理理理理理理理理理理理
はははははははははははは
？？？？？？？？？？？？

漏
水
が
あ
っ
た
場
合
の
修
理
は
？

　水道工事等により断水となる場合、水道課では
事前に断水広報を行っています（緊急時を除く）。
断水広報を受けたときは、次のように対処願います。

◎断水やにごり水に備えて、あらかじめ水をくみ

置いてください。

◎湯沸器等は、断水中には使用しないでください。

◎受水槽をご使用の場合、受水槽の所有者又は管理

　人は、流入バルブを閉めて、工事直後のにごり

水が入らないようにしてください。なお、流入

バルブを開けるときは、水がにごっていないこ

とを確認してからゆっくりと操作してください。

　（受水槽を設置すると、短時間の断水の際でも

水の利用が可能です。）

Ｑ．水道工事直後、プシュプシュといった音と共
に、白くにごった水が出てきました。飲用して
も大丈夫ですか？

Ａ．工事の際、水道管内に空気泡（エアー）が混

入したためです。この場合、白濁した水をコッ

プに汲んでおくと気泡が上昇し、すぐに水が透

明になります。飲用しても安全です。

Ｑ．水道水から赤水や濁った水が出ますがどうし
てですか？

Ａ．水道管内の 錆 等が原因と考えられます。赤水
さび

等が出るときはしばらく流してから使用してく

ださい。このとき、使用した水は、掃除や庭の

まき水など飲用以外に使用してください。いつ

までも赤水等が出るときは、水道課までご連絡

ください。

　水道事業経営は、収入の大半が水道利用者の使

用料で運営されています。経営の安定化を図るた

め、水道使用料は、納期日までに必ず納めましょ

う。口座振替を利用すると納め忘れがなく便利

です。

水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事にににににににににににによよよよよよよよよよよよるるるるるるるるるるるる水道工事による
断断断断断断断断断断断断水水水水水水水水水水水水広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報ががががががががががががああああああああああああっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたととととととととととととききききききききききききはははははははははははは！！！！！！！！！！！！断水広報があったときは！



広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号４

２１世紀は、これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄という『使い捨て』社会に別れを告　２１世紀は、これまでの大量生産・大量消費・大量廃棄という『使い捨て』社会に別れを告
げる世紀です。げる世紀です。
環境を守るためには、一人ひとりの取り組みが大切です。これまで廃棄されていたものを　環境を守るためには、一人ひとりの取り組みが大切です。これまで廃棄されていたものを

再使用・再利用することによって、地球からもらった大切な資源を循環させ、新しい社会を再使用・再利用することによって、地球からもらった大切な資源を循環させ、新しい社会を
目指しましょう。目指しましょう。

　

私
た
ち
の
生
活
か
ら
は
、
毎
日
た
く
さ

ん
の
ご
み
が
で
て
い
ま
す
。
ご
み
と
一
言

で
い
っ
て
も
、
そ
の
中
の
ほ
と
ん
ど
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
の
内

１８

訳
は
、
下
の
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、　

％
７８

が
可
燃
ご
み
で
、
そ
の
中
に
は
雑
誌
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
紙
類
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
な
ど
も
た
く
さ
ん
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を

資
源
ご
み
と
し
て
出
す
な
ど
、
普

段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
ご

み
の
減
量
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
一
人
あ
た
り
の
ご
み
の
量

は
、
３
１
９
・
３
�
、
１
年
間
の
ご

み
を
処
理
す
る
の
に
か
か
る
費
用

は
４
億
７
’６
２
３
万
円
。一
人
あ

た
り
に
す
る
と
１
０
’１
１
７
円

と
な
り
ま
す
。

　

限
り
あ
る
資
源
や
豊
か
な
自
然

を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
て
い
く
に

は
、
こ
れ
ま
で
の
大
量
消
費
・
使

い
捨
て
の
生
活
を
見
直
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
循
環
型
の
生
活
に
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
や
さ
し

い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

��������	
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����

�
�
�
�
�
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一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
３
割
は
生

ご
み
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
有
効

活
用
す
る
た
め
に
生
ご
み
処
理
機
が
あ
り

ま
す
。
電
気
式
や
ぼ
か
し
を
使
用
す
る
種

類
が
あ
り
、
こ
れ
で
生
ご
み
の
量
を
減
ら

し
た
り
、
肥
料
に
し
て
再
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
価
格
の

１
／
２
を
補
助
し
て
い
ま
す
。（
限
度
額

有
り
）

①
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
専
用
容
器

　
（
１
基
に
つ
き
３
’０
０
０
円
限
度
）

②
コ
ン
ポ
ス
タ
ー

　
（
１
基
に
つ
き
３
’０
０
０
円
限
度
）

③
電
気
式
家
庭
用
処
理
機

　
（
２
０
’０
０
０
円
限
度
）

＊
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
２
基
ま
で
補
助

し
ま
す
。

一人あたり
年間搬出量
（kg）

常住人口
（年度末）

合　計
（トン）資源ごみ粗大ごみ可燃ごみ地　域年　度

３２１．５４３，５５８１４，００３２，１５７９９０１０，８５６大宮環境

Ｈ１６年度 ２３０．４４，２６３９８２８９８９８０４城北環境

３１３．４４７，８２１１４，９８５２，２４６１，０７９１１，６６０合 計

３３２．３４３，２３８１４，３６７２，１２４９５４１１，２８９大宮環境

Ｈ１７年度 ２２０．３４，３１７９５１８５９０７７６城北環境

３２２．１４７，５５５１５，３１８２，２０９１，０４４１２，０６５合 計

３２８．８４２，８３４１４，０８３２，２４１１，０３６１０，８０６大宮環境

Ｈ１８年度 ２２３．３４，２４０９４７８０７８７８９城北環境

３１９．３４７，０７４１５，０３０２，３２１１，１１４１１，５９５合 計
※大宮環境：大宮・山方・美和・緒川地域　　城北環境：御前山地域

��������	
���


�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��▲ＥＭぼかし

▲コンポスター
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※資源ごみ：缶、ビン、紙類、ペット
ボトル、発泡スチロール等
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号５

��
��
��
��
��
��
��
��
		




　

ご
み
の
中
に
は
、
ペッ
ト
ボ
ト
ル
や
新
聞

紙
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
繰
り
返
し

使
う
こ
と
が
で
き
る
ご
み
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
決
め

ら
れ
た
こ
と
を
守
り
排
出
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
��
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�

�
�
��

＊
ご
み
集
積
所
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
き
れ

い
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
グ
ラ
フ
で
も
分
か
る
よ
う
に
各
地

域
で
不
法
投
棄
が
あ
り
、
悪
質
化
し
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
る
場
所
と
し
て
、
河
川

敷
や
道
路
わ
き
の
空
き
地
、
広
場
が
狙
わ

れ
や
す
い
よ
う
で
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
�
ご
み
�
は
、
土
地

の
持
ち
主
の
責
任
で
処
分
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
と
き
、
あ
る
い

は
不
審
な
車
等
を
見
た
場
合
に
は
、
ナ

ン
バ
ー
を
控
え
る

な
ど
し
て
、
本
庁

環
境
課
（
�　

－
５２

１
１
１
１
）
又
は

各
総
合
支
所
市
民

課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
ご
み
の

有
効
な
活
用
を
図
る
た
め
、
ビ
ン
・
カ
ン
・

ポ
リ
ケ
ー
ス
・
雑
誌
・
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
・
布
類
等
な
ど
、
再
利
用
で
き
る
も
の

を
回
収
し
た
団
体
（
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
）に
対
し
て
報
奨
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

＊
回
収
す
る
団
体
は
、
事
前
に
市
へ
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

２，８３５円テ レ ビ

３，１５０円エ ア コ ン

４，８３０円冷蔵庫・冷凍庫

２，５２０円洗 濯 機

���������	
����
��
��������	
���
������
��������	
��


〈主要家電メーカー料金〉

平成１８年度不法投棄ごみ処理量

粗大
ごみ

エア
コン洗濯機冷蔵庫テレビ地　域

９．１０１９１３５０大　宮

２．４４８９１８山　方

２．０３６５９美　和

１．２１２８１２緒　川

４．４５３６１４御前山

１９．１１３３８４１１０３合　計

単位：台（粗大ごみのみトン）

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																													
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【問い合わせ先】
市民部環境課　�５２－１１１１　内線２３８



広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号６
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市
で
は
、
悪
臭
防
止
法
に
基
づ
き
工
場
・

事
業
所
等
か
ら
発
生
す
る
悪
臭
に
つ
い

て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
硫
化
水
素
な
ど　

物
２２

質
の
濃
度
規
制
と
、
人
の
鼻
で
臭
い
を
判

定
す
る
臭
気
規
制
で
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
生
活
環
境
保
全
の
た
め
、
県
の
地
域

指
定
を
受
け
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１９

市
内
全
域
を
、
人
の
鼻
で
臭
い
を
判
定
す
る

臭
気
規
制
基
準
に
統
一
し
ま
し
た
。

■�
�
�
�
��
■

・
大
宮
地
域

　

種
類
の
悪
臭
原
因
物
質
の
濃
度
規
制

２２か
ら
嗅
覚
測
定
法
に
よ
る
臭
気
指
数
規

制
に
な
り
ま
す
。ま
た
、
従
来
の
市
街
化

区
域
の
み
か
ら
、
全
域
に
拡
大
し
ま
す
。

・
山
方
・
美
和
・
緒
川
・
御
前
山
地
域

臭
気
指
数
基
準
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

■�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
■

　

臭
気
指
数
規
制
は
、
複
数
の
人
の
鼻
で

臭
い
を
か
い
で
臭
い
の
状
態
を
数
値
化
し

た
も
の
で
す
。　

物
質
以
外
の
悪
臭
物
質

２２

の
臭
い
や
い
ろ
い
ろ
な
臭
い
が
混
ざ
っ
た

複
合
臭
も
規
制
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■�
�
�
�
��
■

　

�
何
の
臭
い
か
が
分
か
る
臭
い

１４
　

�
楽
に
感
知
で
き
る
臭
い

１６
　

�
楽
に
感
知
で
き
る
臭
い
と
強
い
臭

１８

い
の
間

■�
�
�
�
��
■

　

市
の
す
べ
て
の
工
場
や
事
業
所
か
ら
発

生
す
る
悪
臭
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

■�
�
�
�
�
��
■

　

県
条
例
に
よ
り
豚
舎
・
鶏
舎
・
家
畜
ふ
ん

尿
堆
肥
舎（
面
積
用
件
有
り
）等
特
定
施
設

の
設
置
者
は
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

市
役
所
は
、
行
政
機
関
と
し
て
各
種
環

境
施
策
の
推
進
や
市
民
・
事
業
者
へ
の
指

導
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
率
先
し
て
環

境
保
全
に
努
め
る
地
域
の
環
境
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
市
役
所
の
立
場
を
踏
ま
え
、
率
先
し

て
環
境
保
全
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
・
事
業
者
の
模
範
と
な
り
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
環
境
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
��

　

合
併
に
伴
い
、
旧
町
村
で
取
り
組
ん
で

い
た
地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
を
平
成

　

年
度
に
見
直
し
、
新
た
に
常
陸
大
宮
市

１８の
事
務
及
び
事
業
に
関
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
抑
制
の
た
め
の
措
置
な
ど
、

環
境
保
全
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

◎
使
用
の
取
り
組
み
削
減

　

電
気
、
燃
料
、
用
紙
、
水
道 

◎
廃
棄
物
等
の
取
り
組
み
削
減

　

ご
み
の
分
別
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
ご
み
の

排
出
抑
制

◎
物
品
購
入
の
配
慮

　

用
紙
、
電
気
製
品
、
公
用
車
、
文
具
・

事
務
機
器
、
容
器
・
包
装
材
な
ど

�
�
�
�
�

�
�
�
��

　

市
役
所
の
事
務
・
事
業
に
伴
い
排
出
さ

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
※

総
排
出
量
を
、
平

成　

年
度
（
基
準
年
）
に
対
し
て
平
成　

１７

２３

年
度
ま
で
に
、
５
％
以
上
削
減
し
ま
す
。

　

市
役
所
の
事
務
・
事
業
に
伴
う
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
を
基
準
年
に
比
べ
５
％

削
減
す
る
と
、
約
１
９
２
ｔ
�
�
が
削
減

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
削
減
量
と
同
等
の
効
果
を
得
る
た

め
に
必
要
な
杉
の
木
は
、約
１
３
’７
０
０

本
（　

年
生
）
と
な
り
、
削
減
目
標
が
達

５０

成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
の
大
き
な
効
果
と
な
り
ま
す
。

臭気
指数

規　　　制　　　地　　　域

１４

都市計画法の第一種低層住居専用地域、第二種低層住
居専用地域、第一種中高層住居専用地域、第一種住居
地域、第二種住居地域、準住居地域及び近隣商業地域
として定められた地域

１６都市計画区域内用途未指定地域及びその他の地域

１８
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第８条第１項の規
定により工業専用地域として定められた地域

常陸大宮市臭気指数規制基準

���
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

総排出量
（kg-CO２）

活動別内訳
温室効果ガスを
排出する活動 総排出量に

占める割合
排出量

（kg-CO２）

３，８４４，９２７

６．９％２６６，２８２ガソリン

燃料の使用
二酸化炭素

４．４％１６９，２９８軽油
１４．０％５３６，６０２灯油
７．８％２９８，３７１Ａ重油
２．９％１１１，５５３ＬＰＧ
６３．６％２，４４５，１７６電気の使用※
０．０％６７４公用車の走行メタン
０．３％１３，６６２公用車の走行一酸化二窒素
０．１％３，３３５カーエアコンの使用ＨＦＣ

市役所の温室効果ガス排出量（平成１７年度）

※電気の使用に伴う温室効果ガス排出量は、上下水道関連施設・設備を除いた値
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・
散
歩
の
と
き
も
、
引
き
綱
は
必
ず
つ
け

ま
し
ょ
う
。

・
特
定
犬
は
、オ
リ
の
中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�

・「
鑑
札
・
注
射
済
票
」
は
必
ず
首
輪
な

ど
に
装
着
し
ま
し
ょ
う
。（
所
有
者
の

明
示
）

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

・
む
だ
吠
え
し
な
い
よ
う
に
し
つ
け
ま

し
ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
場
所
を
清
潔
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

・
愛
犬
の
「
ふ
ん
」
の
始
末
は
飼
い
主
の

義
務
で
す
。
散
歩
中
、「
ふ
ん
」
を
し
た

と
き
は
、
必
ず
持
ち
帰
り
、
環
境
美
化

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	



・
子
犬
、
子
猫
は
飼
っ
て
い
た
だ
け
る
方

が
必
ず
見
つ
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

飼
い
主
の
責
任
で
避
妊
・
去
勢
手
術
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

・
無
責
任
な
飼
い
方
は
、み
だ
り
に
繁
殖
さ

せ
、犬
・
猫
を
不
幸
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

飼
う
な
ら
責
任
を
も
っ
て
、
他
人
へ
の

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
正
し
く
飼
い
ま

し
ょ
う
。

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

・
飼
い
犬
が
人
に
か
み
つ
く
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
人
に
危
害
（
人
を
か
ん

だ
等
）
を
加
え
た
場
合
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

※
犬
・
ね
こ
に
関
す
る
相
談
は
、茨
城
県
動
物

指
導
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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�
�
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�
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�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
、
二
酸
化
炭
素
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給

湯
器（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）を
設
置
す
る
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
、市

民
部
環
境
課
又
は
総
合
支
所
市
民
課
へ
）

　

補
助
金
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
太
陽
光
電
池
出
力
１
�
あ
た
り

４
万
５
千
円
４
・
０
�
ま
で
、
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
を
設
置
す
る
方
に
つ
い
て
は
６

万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
及
び
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
の
補
助
金
交
付
申
請
の
締
め
切
り
は
、

平
成　

年　

月　

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

１９

１２

２８

す
の
で
、
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

早
め
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
で
は
業
者
を
通
じ
て
の
推
進

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
設
置
の
際

は
、
十
分
検
討
の
う
え
契
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

��������������������������������

��������������
　平成１８年度に太陽光システム４９基・エコキュー
ト１２６器の補助金の交付があり、環境にやさしい
生活宣言書を１３４人の方にいただき、環境に配慮
した生活に取り組んでいただいています。
　この機器の設置によるCO２削減効果は、杉の木
約９，６００本分（５０年生）、CO２の吸収量は約１３４トン
となり、家庭からのCO２排出削減に大きな効果を
あげています。
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※平成１６年度森林・林業白書（林野庁）より積算
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本
市
の
義
務
教
育
施
設
は
、
小
学
校　
１９

校
、
中
学
校
７
校
、
幼
稚
園
４
園
及
び
給

食
セ
ン
タ
ー
２
か
所
等
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
本
市
に
お
い
て
も
社
会
的
な
問
題
で

あ
る
少
子
化
の
影
響
は
深
刻
で
あ
り
、
現

在
市
内
小
学
校
の
５
校
に
お
い
て
は
、
複

式
学
級
に
よ
る
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
数
が
平
成　

年
２４

度
ま
で
に
は
、
約　

％
の
減
少
が
予
想
さ

１３

れ
る
な
ど
、
学
校
運
営
等
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、「
常
陸
大
宮

市
義
務
教
育
施
設
適
正
配
置
審
議
会
」
で

は
、
平
成　

年　

月
よ
り
義
務
教
育
施
設

１７

１１

の
適
正
配
置
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
、

こ
の
た
び
中
間
答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

当
市
に
お
け
る
学
校
の
適
正
規
模
を
設

定
す
る
と
と
も
に
、
通
学
区
域
の
再
編
を

図
り
、
義
務
教
育
施
設
の
適
正
な
配
置
を

推
進
す
る
。

　

今
後
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

�
学
校
間
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
数
・
学

級
数
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
た
め
、
今

後
の
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
数

の
推
移
を
考
慮
し
な
が
ら
、
学
校
の
適

正
規
模
に
つ
い
て
の
基
準
を
早
期
に
設

定
す
る
。

�
児
童
生
徒
に
と
っ
て
望
ま
し
い
教
育
環

境
を
実
現
す
る
た
め
、
通
学
距
離
や
地

域
性
、
さ
ら
に
相
関
関
係
に
あ
る
隣
接

す
る
通
学
区
域
の
児
童
生
徒
数
等
を
勘

案
し
、
通
学
区
域
の
再
編
を
進
め
て
い

く
。

�
市
全
体
の
義
務
教
育
施
設
の
適
正
な
配

置
に
配
慮
し
た
、
施
設
の
計
画
的
な
整

備
を
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
適
正
規
模
及
び
適
正
配
置
に
関

す
る
具
体
的
方
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に

調
査
・
審
議
を
継
続
し
て
い
く
。
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･･･シリーズ⑦男女共同参画

���������������� � ��� � � � 	 
 �
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��


前年度事業を継続

・看板を作成し意
識啓発（新規）
・公的文書等での
表現の手引きを
作成（新規）

市民２７８人参加意識啓発のため講演会を開催
�

�

�

�

１５６人参加地域の慣習等の見直しをめざし区長会で計画書の説明
支援及び情報提供市女性団体連絡会等
職場体験学習個性を重視した児童、生徒の指導を推進する
IT講習会・高齢者指導の講座等生涯学習の機会を充実し、各種講座を実施
広報誌にシリーズで掲載男女共同参画に関する情報を提供、意識啓発を図る
法務局や家庭相談員と連携し対応女性に対する暴力対策として、相談体制を整備
防犯灯３０基設置性犯罪防止や地域環境の整備

����Ⅱ��������	
��
��

前年度事業を継続

地域子育て支援センター［未入園児対
象］、集いの広場［未就学児対象］、放課
後児童健全育成［小学１～３年対象］

男女共同による育児実現のための子育て支援の充実を図る�

�

�

�

水中運動教室・転倒骨折予防教室等高齢者の自立をめざし、各種教室を開催
家族介護健康教室男性の介護への参画促進のため教室を開催

児童扶養手当、医療福祉制度ひとり親家庭や障害を持つ男女の家庭自立支援に向け、
各種手当の実施や相談対応

����Ⅲ����������	
��
��

前年度事業を継続
旬報・広報掲載事業主や労働者に労働に関する法律や各種制度の週知を図る�

�
�
�

２協定女性の経済的地位や就業条件の向上のため、家族経営協定を締結
旬報・広報掲載各種機関からの情報を提供し、再就職や起業を支援する

����Ⅳ��������	
��
���

前年度事業を継続

委員会等の参画率２９．７％政策決定過程への女性の参画状況を把握し検討
�
�
�
�

女性学級開催地域での意志、方針決定過程への男女共同参画
女性防火クラブ、ふるさと女性大学地域女性リーダーの育成支援
国際交流協会への支援、広報国際的な取組と協調、連携を図る

����Ⅴ��������	
��
��������

前年度事業を継続

講演会等への参加職員の学習機会の充実
�

�

�

�

４２課のうち男性のみ ４課性別に偏りのない職務分担を進め、男性のみの職場解消
に努める

市男女共同推進連絡会設置庁内の推進体制の整備
市男女共同推進会議の設置市民による推進体制の整備
評価１００％市男女共同参画推進員の評価により計画の推進管理を実施

　　市の男女共同参画計画に基づく取り組みについて、平成１８年度の結果と１９年度における計画をお知らせします。
　なお、取り組み内容については紙面の都合上、一部を抜粋して掲載しています。
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青�
あ
き
の
さ
ん
（
野
口
平
）
は
、
環
境

保
全
茨
城
県
民
会
議
ほ
う
賞
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

青�
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
那
珂
川
水

５９

系
水
質
保
全
協
議
会
水
質
保
全
協
力
員
と
な

り
、
那
珂
川
の
支
流
で
あ
る
緒
川
の
水
質
調

査
や
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
今
回
、
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
贈
ら

れ
た
も
の
で
す
。

叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙
勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲
・・・・・・・・・・・・
褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒褒
章章章章章章章章章章章章
受受受受受受受受受受受受
章章章章章章章章章章章章
おおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめ
でででででででででででで
とととととととととととと
うううううううううううう
ごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいい
まままままままままままま
すすすすすすすすすすすす

叙
勲
・
褒
章
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

各
分
野
の
功
労
者
と
し
て
叙
勲
・
褒
章
を

受
章
さ
れ
た　

人
の
方
々
の
栄
誉
を
た
た
え

１０

る
た
め
、「
叙
勲
・
褒
章
受
章
祝
賀
会
」が
、
５

月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
で

３０
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で
す
。

（
発
令
順
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

綿
引　

定
一
さ
ん（

東
野　

郵
政
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

寺
門　
　

登
さ
ん（

上
村
田　

消
防
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

大
内　

艶
子
さ
ん

（
栄
町　

社
会
福
祉
に
功
労
）

◇
旭
日
単
光
章

　

栗
田　
　

武
さ
ん

（
氷
之
沢　

地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

相
澤　

馬�
さ
ん（

下
檜
沢　

郵
政
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

豊
田　

健
次
さ
ん

（
中
居　

地
方
自
治
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

二
方　

孝
光
さ
ん（

西
野
内　

防
衛
に
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

　

五
位
渕
東
典
さ
ん　
　

（
下
小
瀬　

消
防
に
功
労
）

◇
瑞
宝
単
光
章

　

堀
江　
�
夫
さ
ん（

盛
金　

消
防
に
功
労
）

◇
藍
綬
褒
章

　

大
森　

忠
雄
さ
ん

（
上
檜
沢　

統
計
調
査
に
功
労
）

　

広
報
誌
は
、
行
政
と
市
民
の
皆
さ
ん

を
結
ぶ
パ
イ
プ
の
役
割
を
果
た
す
も
の

で
す
。
市
で
は
、「
広
報
常
陸
大
宮
」
を

月
１
回
、「
旬
報
ひ
た
ち
お
お
み
や
」
を

月
３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

広
報
を
充
実
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親

し
み
や
す
い
も
の
と
す
る
た
め
、
広
報

協
力
員
を
お
い
て
、
各
地
域
の
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
次
の

　

人
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

１０て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
協
力
員
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
身
近
な
話
題
を
「
広
報
常
陸
大

宮
」
等
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

平
成　

年
度
の
広
報
協
力
員
さ
ん

19
◇
中
山
さ
ち
こ
さ
ん
（
三　

美
）

◇
大
森
か
ほ
り
さ
ん
（
南　

町
）　

◇
鳥
喰　

昌　

さ
ん
（
野　

上
）

◇
相
沢　

洋
子
さ
ん
（
諸　

沢
）

◇
初
原　

智
明
さ
ん
（
鷲　

子
）

◇
岡
崎　

正
男
さ
ん
（
下
檜
沢
）

◇
岡
崎
喜
代
蔵
さ
ん
（
上
小
瀬
）

◇
本
橋　

雄
之
さ
ん
（
小　

舟
）

◇
岡�
　

絹
枝
さ
ん
（
長　

倉
）

◇
石
川　

晧
一
さ
ん
（
野　

口
）

　このコーナーでは、常陸大宮市のさま
ざまな出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちして
います。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★情報政策課広報統計係
　� 52－1111（内線383）
　� 53－6010
　e-mail

jousei@city.hitachiomiya.lg.jp
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５
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の

１１

２０

　

日
間
に
わ
た
り
「
春
の
全
国

１０交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
宮
地
域
に
お
い
て
は
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
５
月　

日
、

１１

国
道
１
１
８
号
（
ジ
ャ
ス
コ
常

陸
大
宮
店
駐
車
場
東
側
）
で
、

「
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
、
副
市
長
、
大
宮
警
察

署
長
、
大
宮
警
察
署
交
通
課
長
を
は
じ
め
署

員
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
大
宮
支
部
、

大
宮
地
区
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
安
全
推

進
員
、
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
の
協
力
を
得
て
展
開

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、『
飛
び
出
さ
な
い　

君
も
車
も

自
転
車
も
』
を
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
飲
酒

運
転
の
根
絶
、
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
、
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

緒
川
地
域
に
お
い
て
は
、
５
月　

日
に
小

１５

瀬
地
域
の
国
道
２
９
３
号
か
ざ
ぐ
る
ま
前
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
地
域
の
交
通
安
全
関
係
の
皆
さ
ん
の
参

加
協
力
と
共
に
、
高
校
生
自
身
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
図
る
目
的
で
小
瀬
高
校
の
生

徒
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
施
に
あ

た
り 
岩
間
祐
香
さ
ん
（
小
瀬
高
校
３
年
）
か

ら
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て
決
意
表
明
が

あ
り
、
引
き
続
き
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
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▲ジャスコ常陸大宮店前にて

▲小瀬高校の皆さん（緒川かざぐるま前にて）
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安
全
運
転
の
願
い
を
込
め
て
、
交
通
安
全

協
会
緒
川
支
部
理
事
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
看

板
を
、
緒
川
地
域
の
国
道
２
９
３
号
線
か
ざ

ぐ
る
ま
前
や
、
や
す
ら
ぎ
の
里
公
園
入
口
ほ

か
２
か
所
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

設
置
し
た
日
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の

最
中
で
、
車
の
往
来
も
普
段
に
比
べ
多
く
、

行
き
交
う
ド
ラ
イ
バ
ー
が
看
板
に
視
線
を
送

り
通
過
し
て
い
ま
し
た
。
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山
方
小
学
校
（
５
月
１
日
）
と
山
方
南
小

学
校
（　

日
）、
小
瀬
小
学
校
（
７
日
）
に
お

１０

い
て
、
全
児
童
を
対
象
に
し
た
交
通
安
全
教

室
が
市
の
交
通
安
全
教
育
指
導
員
に
よ
り
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
安
全
な
道
路
の
横
断
練
習
や

自
転
車
の
乗
り
方
に
つ
い
て
、
ま
た
小
瀬
小

学
校
に
お
い
て
は
、
道
路
の
横
断
練
習
の
ほ

か
自
転
車
の
乗
り
方
の
実
技
を
交
え
て
学
び

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
指
導

を
受
け
、
交
通
安
全
の
た
め
の
知
識
や
ル
ー

ル
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。 

ま
た
、
ダ
ミ
ー

人
形
に
よ
る
衝
突
事
故
の
実
験
も
行
わ
れ
、

人
形
の
衝
撃
を
目
の
前
で
見
て
、
事
故
の
恐

ろ
し
さ
と
交
通
安
全
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
よ
う
で
す
。

▲山方南小学校

▲山方小学校

▲小瀬小学校
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５
月　
・　

日
の
２
日
に
わ
た
り
、『
常
陸

１９
２０

国
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
祭
り（
茨
城
大
会
）』が
、

日
立
、
大
子
、
袋
田
、
常
陸
大
宮
の
４
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
県
北
地
域
の
振
興
対
策
と

し
て
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
共
生
の

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
県
内
初
の
民
間
主

催
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
４
回

目
。
茨
城
県
を
は
じ
め
、
宮
城
、
栃
木
、
福

島
、
東
京
、
埼
玉
な
ど
の
チ
ー
ム
も
出
場
し

ま
し
た
。

　

祭
り
２
日
目
の　

日
に
は
、
市
文
化
セ
ン

２０

タ
ー
（
ロ
ゼ
ホ
ー
ル
）
の
広
場
が
会
場
と
な

り
、　

チ
ー
ム
が
躍
動
感
溢
れ
る
踊
り
を
披

４４

露
し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
招
待
チ
ー
ム
と
し
て

関
西
京
都
今
村
組
（
京
都
府
）
と
茨
城
県
立

水
戸
商
業
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

が
出
場
し
、
す
ば
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
の
植
樹
が
５
月　
２６

日
、
鷲
子
の
「
ピ
ジ
ョ
ン
美
和
の
森
」
で
行

わ
れ
、
抽
選
で
選
ば
れ
た
１
０
０
人
の
赤

ち
ゃ
ん
と
家
族
ら
約
３
５
０
人
が
ナ
ラ
や
ク

ヌ
ギ
な
ど
の
広
葉
樹
の
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
育
児
を
中
心
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

ピ
ジ
ョ
ン（
株
）。
育
児
と
育
樹
は
、
相
通
じ

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
１

９
８
７
年
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で　

回
目
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に

２１

植
え
た
木
は
８
万
本
、
東
京
ド
ー
ム
６
個
分

を
上
回
る
広
さ
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
市
内
で
は

　

人
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族
が
参
加
し
、

５０赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て
い
ま

し
た
。

《
場
所
》「
問
い
合
わ
せ
先
」

《
場
所
》「
問
い
合
わ
せ
先
」　

７/２７・２８７/２８８/４８/１２
（８/１９　予備日）

８/１４８/１８
（雨天順延）

８/２５・２６
（８/２７　予備日）
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▲植樹者代表の阿部心奏（このか）ちゃんとその
ご家族
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● （主催　市インディカ連盟）
　５月２０日、美和中学校体育館で行われ、６０人が参加の中
熱戦が繰り広げられました。
【一般混合】　　　　　　　　　【一般女子】

優　勝　　スーパー山方　　　優　勝　　美和ユニークスＡ
準優勝　　美和ユニークスＣ　　準優勝　　チュウリップＢ
第３位　　美和ユニークスＢ　　第３位　　チュウリップＡ
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●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　第７８回都市対抗野球県大会が５月２６日、常陸大宮市民球場
で準決勝と決勝計３試合が行われ、日立製作所が住友金属鹿
島を６対１で降し、４年連続２６回目の優勝を飾りました。
　常陸大宮市で決勝が行われるのは６年ぶり。多くの観客が
球場を訪れ、熱い声援を送っていました。
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��������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������������������������� ����������������������������������������������������������������� �� �� �� �� �� �� ��

���������	
��
（主催　市ＴＢＧ連盟）

　５月２０日、緒川やすらぎの里公園で行われ、ＴＢＧ団体
や個人３６人が参加しました。
【一般男子の部】　　　　　　【一般女子の部】
優　勝　　堀江　久雄　　　優　勝　　森戸　陽子
準優勝　　笠井　　豊　　　準優勝　　内田　マサ
第３位　　栗田　正気　　　第３位　　内田　勝子
【シニア男子の部】　　　　　【ゴールドシニア男子の部】

優　勝　　瀧　　正義　　　優　勝　　川上　徹男
準優勝　　佐藤　広秋　　　準優勝　　栗田　　洋
第３位　　内田　甲平　　　第３位　　宇野　　恵

���������	�

（主催　市バレーボール連盟大宮支部）

　５月１３日、西部総合公園体育館において開催され、ミッ
クスの部７チーム、一般の部４チームの参加がありました。

（主催　市ソフトボール連盟）
　５月２０・２７日の２日間にわたり、西部総合公園多目的グ
ランドほか４会場で行われました。出場４６チームのなか、
緑ヶ丘ソフトは初優勝しました。
優　勝　　緑ヶ丘ソフト
準優勝　　上村田ソフト
第３位　　小場ソフト・桜台インパルス

��������	


▲

緑
ヶ
丘
ソ
フ
ト
の
皆
さ
ん

☆順不同・敬称略

▲  Fairyの皆さん

【ミックスの部】

優　勝　F a i r y
準優勝　 ＪＢクラブ

グルービーの皆さん ▼

【一般の部】

優　勝　グルービー
準優勝　フォルターズ
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　この緊急通報システムは、システムを設置している
独り暮らし高齢者等が身体に異常を感じたり、突発な
事故などのため緊急に助けを求めたいときにペンダン
トのボタンを押す、または装置の緊急ボタンを押すこ
とで消防本部の通信指令室が通報を受信して安否の確
認し、助けを必要とするときや電話に出ないときは、
救急車等が出動して速やかに救急救
護活動を行い日常生活の安全を確保
するシステムです。平成１９年３月３１
日現在、常陸大宮市においては７０４
人が利用者しています。
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�問い合わせ先�　常陸大宮市介護高齢課　�５２－１１１１・消防本部指令室　�５４－０１１９

��������	　　　救急講習の申し込み・問い合わせは、消防本部警防課　�５４－１１５３
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　水害から身を守るには、いざという時
に備えて日頃から準備しておくことが大
切です。梅雨前線、台風の到来などで水
害が予想される場合は、まず情報収集が

大切です。ラジオ、テレビやインターネットなどを通じて台風や大
雨に関する気象情報を入手しその動向に注意しましょう。
　集中豪雨は、短時間のうちに地域に集中して降る豪雨のこ
とで、特に梅雨の終わりごろによく起こります。狭い地域に
限られ突発的に降るためその予測は比較的困難です。中小河
川の氾濫や土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害が予想
されます。がけ付近や造成地など気象情報に十分注意し万全
の対策をとるようにしましょう。
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　久慈川水系水防訓練が５月２７日（日）に常陸太田市で実施されまし
た。これは、水害に備えて消防団の水防技術の向上と水防体制の強化
を図ることを目的として行われたもので、当市消防団から５０人が参加
し、土のう作りから始まり、竹とげ、木流し、むしろ張り、五徳縫い、
折り返し、月の輪工法などの作業を行い最後に茨城県防災航空隊によ
る救出訓練が実施されました。
　近年、市内において河川に係る大きな水害はほとんどありません
が、この水防訓練を通じて消防団員が水害に備えることの重要性を地
域住民へ伝え、理解と協力を求めることが必要であると感じました。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号１５
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　中山間地域等直接支払交付事業は、耕作放棄地の解消と
発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動を可
能とすることにより、集落の多面的機能の確保を図るた
め、関係者が一致協力して取り組む事業であり、交付金を
受けるには集落協定を締結しなければなりません。
　平成１８年度は、１集落協定が新たに認定されました。

������

　農振地域内で１ha以上の１団地以上の農用地
��������	
��
������

※集落協定の内容によっては交付金額の８割が交付金
となります。

�����

　通常地域（国　１/２、県　１/４、市　１/４）
　特認地域（国　１/３、県　１/３、市　１/３）

��������	


○交付金は集落の代表者に対して交付します。
○交付される交付金は集落協定で定める内容により使
用できますが、水路、農道の管理、多面的機能を増
進する活動（周辺林地の下草刈等）等共同取組活動
を実施することになります。

��������

　直接支払交付金の事業期間は、平成１７年度から平成
２１年度までの５年間です。

　
����������

������������������������	

��������

��������������������������

��������������������������

�������������

２１，０００円勾配が１/２０以上急傾斜

田 ８，０００円勾配が１/１００以上緩傾斜

８，０００円小区画不整形小区画不整形

１１，５００円勾配が１５°以上急傾斜
畑

３，５００円勾配が８°以上緩傾斜

�������������������

１６，７００，５４２円２，００８，７５８�８６５人５７集落
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号１６

・
自
主
学
習
ノ
ー
ト
の
提
出
や
週
末
課
題
を

行
い
、
学
び
の
習
慣
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

 
・
ワ
ー
ク
や
テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
、
繰
り
返

し
指
導
の
場
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

・
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や
少
人
数
指
導

を
実
施
し
、
個
へ
の
対
応
を
重
視
し
た
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
各
種
英
語
コ
ン
ク
ー
ル
、
英
語
検
定
・
漢

字
検
定
へ
の
積
極
的
参
加
を
勧
め
て
い

ま
す
。

・
部
活
動
の
活
性
化
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

・
生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。

・
自
主
性
、
自
発
性
の
喚
起
を
促
し
て
い

ま
す
。

・
運
動
部
活
動
推
進
モ
デ
ル
校
、
市
部
活
動

・
行
事
で
は
、
生
徒
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

・
生
徒
会
を
中
心
に
し
た
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運

動
の
一
環
と
し
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

・
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
あ
た
り
ま
え
に
で

き
る
生
徒
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

・
中
学
生
ら
し
い
服
装
や
言
動
、
生
活
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

・
信
頼
し
合
う
人
間
関
係
の
構
築
を
図
っ
て

い
ま
す
。
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本
校
は
昭
和　

年
に
開
校
し
、
歴
史
と
伝

２２

統
に
育
ま
れ
、
木
々
が
多
く
自
然
の
豊
か
な

環
境
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

現
在　

学
級
４
２
０
人
の
生
徒
が
、
毎
日

１３

生
き
生
き
と
学
習
に
運
動
に
励
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
各
種
の
行
事
に
生
徒
が
意
欲
的
に

参
加
し
、
活
気
に
溢
れ
た
中
学
校
で
す
。

地
域
連
携
事
業
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

 
・
大
宮
高
校
と
の
陸
上
合
同
指
導
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

 
・
特
設
駅
伝
部
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。

・
生
徒
の
「
よ
さ
」
を
認
め
、
引
き
出
す
た

め
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

・「
ゆ
き
わ
祭
」の
中
で
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��
�
�
�
�
�
��
��
�

生徒数：420人
(抽ヶ台町3117　�52－0068）
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校　　訓
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▲部活動の様子

▲授業風景

▲ゆきわ祭

▲あいさつ運動
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号１７

　

市
内
岩
瀬
地
区
に
は 
白  
石  
志  
摩  
守 
の
居
館

し
ろ 
い
し 
し 
ま
の 
か
み

跡
と
い
わ
れ
る
誕
生
寺
、
そ
し
て
岩
瀬
与
一

太
郎
の
居
館
跡
と
い
わ
れ
る
城
跡
が
あ
り
ま

す
。
地
元
に
残
る
与
一
太
郎
の
伝
説
を
も
と

に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
�

　

岩
瀬
与
一
太
郎
は
、
市
内
下
岩
瀬
（
一
説

に
上
岩
瀬
と
も
）
の
生
誕
と
伝
え
ら
れ
、
の

ち
に
源
頼
朝
の
御
家
人
と
し
て
鎌
倉
に
移
り

住
み
ま
し
た
。

　

岩
瀬
氏
は 
藤  
原  
秀  
郷 
五
世
の
孫
で
太
田

ふ
じ 
わ
ら
の 
ひ
で 
さ
と

郷（
常
陸
太
田
市
）に
定
住
し
た
藤
原
公
通
の

第
三
子
通
近
が 
倭  
文  
郷 
岩
瀬
に
住
ん
で
岩
瀬

し 
ど
り 
ご
う

氏
を
名
乗
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
ま

す
。
与
一
太
郎
は
そ
の
子
孫
で
、
佐
竹
三
代

の
秀
義
に
仕
え
ま
し
た
。

　

与
一
太
郎
に
つ
い
て
は
有
名
な
逸
話
が
あ

り
ま
す
。
治
承
四
（
一
一
八
〇
）
年
十
一

月
、
頼
朝
は
平
氏
追
討
の
た
め
伊
豆
で
挙

兵
し
ま
す
が
、
元
来
平
氏
と
の
つ
な
が
り

の
強
い
佐
竹
氏
は
源
氏
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
挙
兵
に
参
加
せ
ず
、
微
妙
な
立
場

に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
頼
朝
は
挙
兵
に

従
わ
な
い
佐
竹
秀
義
を
討
伐
す
る
た
め
、

秀
義
が
籠
城
す
る
金
砂
山
城
を
攻
め
、
落

城
に
追
い
込
み
ま
す
。
秀
義
は
花
園
城

（
北
茨
城
市
）に
逃
れ
て
助
か
り
ま
す
が
、

兄
の
佐
竹
義
政
は
敵
将 
上
総  
介  
広  
常 
の
甘

か
ず
さ
の 
す
け 
ひ
ろ 
つ
ね

言
に
の
り
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
義

政
に
従
っ
て
い
た
与
一
太
郎
ら
従
者
は
頼

朝
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
、
斬
首
さ
れ
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
す
。
頼
朝
は
捕
縛
さ
れ
た
者

の
中
に
音
に
聞
こ
え
た
猛
者
、
岩
瀬
与
一

太
郎
を
み
る
と
、「
武
士
な
ら
ば
潔
く
戦

で
死
ぬ
べ
き
も
の
を
、
な
ぜ
今
捕
ま
っ
て

斬
首
を
待
つ
の
か
」と
問
い
か
け
ま
し
た
。

与
一
太
郎
が
答
え
る
に
は
「
い
ま
源
氏
が

力
を
合
わ
せ
て
平
氏
に
対
抗
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
き
に
同
姓
佐
竹
氏
を
滅
ぼ
す

と
は
ど
う
い
う
考
え
か
。
い
ま
は
み
な
頼

朝
公
の
威
勢
を
怖
れ
従
っ
て
い
る
が
、
の

ち
に
必
ず
反
抗
す
る
者
が
出
て
く
る
は
ず

で
あ
る
」
と
無
礼
を
顧
み
ず
答
え
た
と
い

い
ま
す
。
こ
れ
を
聞
い
て
頼
朝
の
重
臣
た

ち
は
憤
慨
し
ま
し
た
が
、
頼
朝
は
非
常
に

感
じ
入
っ
て
与
一
太
郎
を
御
家
人
に
加
え

た
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
話
は
徳
川
家

康
も
愛
読
し
た
と
い
う
鎌
倉
幕
府
の
正
史

『 
吾  
妻  
鏡 
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ 
づ
ま 
か
が
み

�
�
�
�
�
���

　

岩
瀬
氏
の
根
拠
地
、
倭
文
郷
岩
瀬
は
市

内
の
岩
瀬
地
区
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
で
は
そ
こ
に
与
一
太
郎
の
館
も
あ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

浄
土
宗
中
興
の
祖
、 
了
誉
聖
冏 
上
人
を

り
ょ
う
よ
し
ょ
う
げ
い

輩
出
し
た
上
岩
瀬
の
誕
生
寺
は
、
聖
冏
の

父
白
石
志
摩
守
の
居
城
だ
っ
た
た
め
、
そ

の
名
残
り
の
土
塁
が
わ
ず
か
な
が
ら
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
館
跡
を
岩
瀬
与
一
太

郎
の
居
館
跡
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
り
ま

す
。
一
方
、
下
岩
瀬
に
は
岩
瀬
与
一
太
郎

の
居
館
跡
と
い
わ
れ
る
場
所
が
あ
る
の
で

す
。
地
元
の
人
々
が
「
中
屋
敷
」
と
呼
ん

で
い
る
家
（
個
人
宅
）
は
、
周
囲
に
土
塁

の
よ
う
に
見
え
る
土
手
と
堀
の
よ
う
に
見

え
る
溝
が
走
り
、
伝
承
と
は
言
え
中
世
豪

族
の
居
館
跡
に
ふ
さ
わ
し
い
景
観
を
作
り

出
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
玉
川
が
流

れ
、
現
在
は
一
面
の
水
田
地
帯
。
お
よ
そ

八
百
年
前
に
は
湿
地
の
広
が
る
要
害
の
地

だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
し

い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

岩
瀬
の
地
に
生
ま
れ
た
与
一
太
郎
は
、

頼
朝
の
御
家
人
に
な
り
知
行
地
を
与
え
ら

れ
て
鎌
倉
に
住
し
ま
し
た
。
現
在
も
そ
の

地
に
は
岩
瀬
と
い
う
地
名
が
残
り
、
与
一

太
郎
が
勧
請
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
五
社
稲

荷
神
社
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
鎌
倉
の

人
々
は
与
一
太
郎
の
活
躍
し
た
地
と
し
て

現
在
も
語
り
継
い
で
い
ま
す

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

��������	
��


▲土塁のような遺構（下岩瀬中屋敷）

▲空堀のような遺構（下岩瀬中屋敷）
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号１８
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年６月号１９

�����

��������	
 ��
�

��������	
��
��� ���

�������� 	
��

�������� 	
��

��������	
���
� ����

��������	
��
��� ��������

�������� 	
��

�������� 	
��

������� �	


������� �	
�

�����������	
��
� ���

����������	 
���


�������� 	
�

�������� �	
��


��������	
� �
��

������ ��	


������ ��	
�

���������	 
��

�����

������� ���	

���������� 	
��

�������������� �	
�

���������	
��
����������������

����������	
��
�������������

������������	��
�
���������

����������	
��
������
��
���

���������	
��
������
�����

����������	
��
���������

��������������������
��� �� ��� �

��������	
��
�������������

��������	�
���
�����������

���������	
��
���������	

��������	
��
��

��������	
�������

開館時間　午前９時～午後６時（木曜日は午後７時）
　夏休み期間中は、勉強や調べ物をする人で大変混雑
します。勉強をする方は２階の学習室をご利用くだ
さい。
読書感想文コンクールの課題図書の貸出しについて
　読書感想文の「課題図書」の貸出しを７月１日 （日）か
ら始めます。
　貸出は、子ども本人のカード１枚につき１冊、貸出
期間は１週間となります。

�美和かわせみの会のおはなし会� ��������

�ロゼのつどいのおはなし会� ��������	

�めばえの会のおはなし会� ��������	

�どんどんちっちのおはなし会� ��������	
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�はみんぐばあどの夏休みおはなしウィ�ク
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�夏休み子ども映画会
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�子ども放送局
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12日・26日
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常陸大宮市の人口（５月１日現在・推計常住者）

総人口４７，００５人（男２２，９６１人、女２４，０４４人）
世帯数１６，２２０世帯
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古紙配合率����再生紙を使用しています 

平成17年度より、おがわふれあいの森内に植樹　平成17年度より、おがわふれあいの森内に植樹

した桜（ソメイヨシノ）周辺の草刈りや清掃を自分した桜（ソメイヨシノ）周辺の草刈りや清掃を自分

たちの手で行ってもらおうと、豊島区の森守り隊をたちの手で行ってもらおうと、豊島区の森守り隊を

実施しました。実施しました。

当日は天気にも恵まれ、参加者は額に汗しなが　当日は天気にも恵まれ、参加者は額に汗しなが

ら、植樹地に青々と生い茂る雑草と格闘していましら、植樹地に青々と生い茂る雑草と格闘していまし

た。約た。約１１時間の作業が終わると、一面を覆っていた時間の作業が終わると、一面を覆っていた

雑草はすっかりなくなり、見違えるほどきれいにな雑草はすっかりなくなり、見違えるほどきれいにな

りました。りました。

今回は、マイカーやJ Rを利用して現地集合した　今回は、マイカーやJ Rを利用して現地集合した

もので、作業終了後は各々に温泉入浴や物産センもので、作業終了後は各々に温泉入浴や物産セン

ターでの買い物などを楽しターでの買い物などを楽し

んで帰路に着きました。んで帰路に着きました。
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平成19年度ねんりんピック茨城県なぎなた大会

　５月１９日、常陸大宮市西部総合公園体育館で茨城県なぎなた連盟主催による「ねんりんピック茨城県
なぎなた大会兼ねんりんピック２００７なぎなた交流大会茨城県代表選手選考会」が開催されました。
　大会には３９人の選手が参加し、緊張した雰囲気の中、選手たちは技を競い合い、市内からは、中崎孝
子さん、後藤愛子さん、星野勝子さんが１１日に行われる本大会への切符を手にしました。
　本大会においても、素晴らしい活躍が期待されます。

なぎなた交流大会　平成19年11月11日～12日
　　　　　　　　　　会場　常陸大宮市西部総合公園体育館
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